
イラク経済の現状とその問題点について

—ーソールタ 中心として

砂
村

つ
＼
入

ま
収
心

う

V
P

ろ
良

じ

はしがき いるが， リワ

る。

いわゆる という
けれどもイラク

されるよう

日までに

いること

られてきて

る。 ところで一口に

より国によ

り

くというわ

ら

ゆる山し本的汲索との総合的発展によらねばならな

いこともあらためてい

イラクにおいても， 近年経済閲発と

いう課題が

ること

しながらそれ自

ているよう

されてきてい

る。 しか

し

'---うしたイラク

て， ソー）レター

る。

中心としなが

りにし である。

自然的

, 」ヒ糸猿29°5',...._,37°20'という

あるイラクは， そ

，
 

り

。

あ

る

で

く

4つの地域に大別

および南部ィラク

り，第 2

よびジャズィーラ (Jazira)は 2)とからな

よ

4はいうまでもな

ーうしたイラク

る

-うした自

＜暑くかつ

となる。 したがっ

ユーフラテス

ラク

チグリス，

している。 ィ

らはリワ (liwa) と

るといえるが，

も

きびしいものである。

人 口

でいるイラク国民

の人口はというに， そらそも人口という

してお

と

伽低

いないか， も

きく

が， イラクも

る。 しかしこ

なの

ads) 

る。このよう

1947年10月19日

るとされている

＋、
iよっ る。

というだけ

(Norn-

さにあ

イラク当

よると るイ
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ラク人口は約481万6185人であり（第 1表），このう

と推定されている（注4)（）そして

てソールターは

う このよう

1.5％増とみている（注5)

人口は，

のに対し，

ということが 1

ある

したがってイラクの

でいる

Liwa 

り，

といえるわけで かち人力を解放

さ

第 1表 1947年のイラク人口
， 

人 口
（人）

Mosul 595,190 29,568 20 
Arbil 239,776 17,981 13 
Sulaimaniya 226,400 9,543 24 
Kirkuk 286,005 20,355 14 
Diyala 272,413 16,121 17 

BDauglahidm ad 817,207 12,752 64 
192,983 40,794 5 

Karbala 274,264 6,060 45 
Hillah 261,206 5,447 48 
Kut 224,938 16,554 14 

DMiuwnatnafiiyq a 378,118 15,086 25 
371,867 14,800 25 

Amara 307,021 18,377 17 
Basra 368,799 12,295 30 

計 4,816,185 235,733 i 20 

（出所） 1947年センサス， D. G. Adams, Iraq's 

People and Resources, University of California 

Publications in Economics, Vol. 18, 1958, p. 

41, Lord Salter, Development of Iraq: a 

Plan of Action, p. 143. 

人口過少国に る均衡発展

て

1に

ろう。その場合どちらかと

発展のガンをなし， そ

もとにある農村に偽装失業という形で収容さ

さ

れている

た農村の余剰人口を，

る。 ラグナー・ヌ）レクセ

36 

したがってこうし

視されてい

の1例であろ

イラク

という

うし， ま

こう

っては，

としてのみ

れる（注9)。これ

ヌルクセによれば農

る

-の第 2のカテゴリ

も触れており（注11),

（注12) フー
O L 

も全く同

的繁栄と生活水準の向上との主たる

イラクの

にはいるわ

って

ろ

る。もし

ドライブがかけられると

必然的に農業の発展を犠牲にすることになるとし

ているの

も， イラク

1つの大きなテ

されることになる。 しかしなが

いてここで深く立ち入る余裕はないので概観する

にとどめる。

そこでイラク農業生産の現状はどうかといえ

すでに触れたことから明らかなようにイラク

った 4つの地域に大別され，
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るのである。 したがっ

じてけ！‘` -珠なっ C< ／3 

る。

イラクの冬が短いのはすでに上述したとおりだ

が， それでも冬期作物がないわけではない。

なものとし

......................●●●●●●“ 

カラスノエンドウ (vetch), 

ょ

9
 

り

、3オ

。

ら

る

る

られる

素
レンズマメ
カラスノエンドウ
瓶麻仁

廿`所） Lorcl Salter, op. cit., p. 191. （第 1表）

していることがわかる。

はタバコを除けば比較的少なく， しかも

い。

レンズマメ (lentils),

(linseed)な

とその

て栽培されている。これ

ると第 2

111万1000トン

主として河）i

としてま

よび沼沢地域

たるアマラ (Amara)，ディワニャ (Diwaniya)，ヒ

ッラ (Hillah)な

どはげとん

る。これら

とし

と

リワで生荏される。ゴマ，

のリワで栽培されてい

とおり

とおりとな

る。野

られており， それら

とおりである。また

イラクの場合忘れてはならないものに呆実

る。それはナツメヤシであり，

％を いるといわれている

てみるに， とや とんど至るところ

れていが， よび巾部イラク

る。 ラバ， ロパなどがある

5表のとおり る。

・第 3表夏期作 物

lillI 目 栽培面積

米 514,722 
悶匁勺 花 96,492 

87,022 
とうも 216,266 

グ 84,176 
あ 87,224 
夕 40,731 

(1953年）

163,300 
8,097 
16,200 
7,600 

12,500 
27,500 
7,097 

（出所） Lord Salter, op. cit., p. 192.（第 1表）

第 4表野菜栽 培

栽培面積

す し‘ 力込 51,081 
卜 マ 卜 45,328 
メ ロ ン 類 21,449 
き う り 20,338 

な

:~ ぅ
1 6, 6 5 4 

か 5,595 
ほ う れん 4,442 
レ‘ 夕 ス 2,058 

に ん じ ん 1,642 
キ ヤ ベ ツ 673 
じ や カt し‘ も 641 
力 リフラ ワ ー 286 

（出所） Lord Salter, op. cit壽， p.192.（第 1表）

第5表 家畜保有 数

種 別 数 量

塁
137,446 
711,918 

Jゞ ッ ァロー 47,395 
4,484,156 

や ぎ 1,618,145 
ロ Jゞ 398,798 

ク ダ 3 7, 6 9 6 
Jヽs 56,673 

（出所）

以上のよう

ることについては，

ようが， イラク

ドライブをかけ

られ

ら

る。 というのはチグ

リス， ユーフラテスともに 9月

4月 5月である。 したがっ
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し， き

クラィ

，
 

ー｝

と

え

僻

あるといっても

水の統制という

され， 1908年，

よりイギリス

ら

オットマン

・ウィ

ルコックス した TheIrrigation of Mes-

1 Qo  イラク

opotamia (1911年）、レ> 
、 とし ） 

され，

ット (Kut)

1913年にユーフラテス

ンディア (Hinclya)にダム

り

2の

ない。

し

となる

る。それゆ

る河川の統

るヒ。

チグリスのク

された。

ネズエラやサウジアラビアの先例にならっ

ラク

ゆる1951年協定である。

と

あり（注16),

油収人は

る

•q1 
／
 

こ

ヽら

陥づく石泊I収人とをみ」しば

る。

ィ

イラクと IPC

したもので

としてイラクの石

ることになったわけ

とそれに

6
 

のとおりであ

第 6表 最近のイラク石油生産高と石油収入

次 l

しかしながら訓川の統制計訓あるいは洲漑・排

というような

金と資材，

めイラクにおい

何ら !:::Iぼ

なり，

なったの

り， 

ように

ことと

7 a。

イラク

いうまでもなく

と う

と

によっ

し

られなカヽったの

されている。

ども

り，

のたまもの

38 

る

そのた

7 心 o

イラクの

と技術の投人

イラク政府と

マネージメントのもとにある

る。けれ

したのは 1951年以降

くイラ

ったといえよう さら

年
年
年
年
年
年
年
年

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
 

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
 

かくし

そして

泊！収入の実に

なった。

1951 

である。

3,500 
4,067 
6,584 
8,351 

17,6Ll 
26,953 
30,625 
32,705 

31 
21 
35,670 
41,756 

（出所） United Nations, Econo叫 cDevelopment 

in the Middle East: 1958 59, (1959), p. 72令 p.

77. D. (l. Adams, op. cit., p. 10:1.（第 1表）

United Nations. Statistical Yearbooh, (195:>), p 

l l l 

したがってイラク

ったといっても

しかしながら1951

したがっ

2
4
1
6
り

0
4
7
2

l
4
9
0
9
4
3
5
 

I
l
l
2
I
l
2
2
 

当たる

され，

されるように

の本格的間光は

しつかえないわけ

ら
9、
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は， 釦 釦 朋3B(JJTこのり幻J詞「I皿(/.Jーに1!ljこru.J診且：と

しヽう

らしめるような

におt、て

ID, 

6カ

1低5540万

2・ ● 

には修正 5カ

dinars) 6580万

る

る。

1 I」<l

れること

る。 主た1955年

(1955.-....,,60年）

額ID,3億0330万6100

らに1956年になると

さ 4
 

となり，さ

(1955,..._, 1961 

し1955

さjしたID;4660)Jを

る。

し，

6カ

第7表 1955,...._,61年開発支出計画

項 Ll 

沢水統制

冒
5 
2 
1 

鉱業， 67.1 I 
14 

13 
5 
4 
2 

1 
l 

ど 14.3 I | 

3 
ロジェクト 61.3 13 

7.0 

叶 488.3 

（出所） The Iraq Times, April 30, 1956 Dons 

G. Adams, op. cit書， p.105.（第 1

いえ九いという理論が当然提起されるであろう

が， 計画内容そのものについては，

際して

てままあること

るといえよう。 ソールターは「計画というも

うるのではないし， また

されうるものでもな

い。それは tentativeで provisional り， しば

とするのである。」と述べてい

ものの

るが， い

という

うことができ

さ白

とは

ないのではなかろうか。むし

けである。すなわちイラクは

のおかけで聞充計閻Iのために

出た国

もなる。 さら

いるとい

て重

りインフレ

ーションを忌避することにあるといわれている

る1

いるわ

る

る(})が

のにこ対し， イラクはをうし

しめうるわけである

る。 したがって

しうることと

して，

る

39 
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経済発展の阻害要因について

前項で述べたことから明らかなように， イラク

はその経済発展を急速かつ強力に推進するという

点において， 他の低捌発諸園一般とくに 1次｝産物

の国際価格低ドにより影態を受けている国々と比

較してきわめて恵まれた条件••のもとにおかれてい

るわけである。 しかしながら，それでは経済発展

にとって障省となる， または障害となりうるもの

が皆無であるという訳ではなく， イラクにはイラ

クなりの特徴的な阻害股因が存在するように観収

されるのである。そこでこれらの間題について簡

単にしるすことにしよう 。

(1) インフレーションの閻幽

勾衡予算， 通貨価値の安定，国際収文の堅』乱と

いう恵まれた環境のもとにあるイラクにおいてイ

ンフレーション問題とは一見奇児に感じられるか

もしれない。通常インフレーションが愁起したり

悪化したりするのは赤字財政， 国際収支の逆謁あ

るいは一般消費物資の不足などが主要なモーティ

ブとなるわけである。けれどももし 1国の経済に

おいて過剰需要 (excessdemand)が無視しえない

規模で存在するならば， インフレーションの起こ

る可能性は十分存在するわけであり， イラクにお

いて警戒されるインフレーションは巨額の石油収

入の約70％にのぼる開発資金の経済への注入から

生じうるところのもので， 具体的には開発事業の

特定な種類の労働あるいは資材に対する需要の急

速な増加によって引き起こされるのである。 とく

にダム構築などの事業はおおむね辿隔辺境の地で

行なわれる場合が多いので，労働移動の非弾力性，

物資輸送の非円滑性などから賃金インフレや local

economyの価格インフレなどが起こりやすいわけ

である。

40 

このようなインフレーションは， 計画立案およ

び実施に際してある程度予測可能のものであり，

対応策を案出することは本質的には困難ではない

と思われる（注21)。

(2) 労働人口の不足

イラクが他の低開発国一般と比べて人口稀蒋園

であることはすでに述べたとおりである。 したが

って生涯年齢にある労働人口も不足することにな

る。 とくに開発事業の遂行に際し要求される熟練

労働が不足するのは一般l国民の技術水準の低さか

らいって当然ではあろう。そのためせっかくの揺

欲的な開発計画もその遂行途」こにおいて坐折する

懸念なしとしない。 このような労鋤人口とくに熟

純労働のイ泊足を除去するために， 技能教育という

閻題が 1)廿発計直の直炭な課題の 1つとなってくる

わけであるが， それは1l寺日を要し根気のいる仕事

であり， したがって当面の開発事業が軌追にのっ

て労鋤需要が増加する ペースには間に合わない。

イラクにおいて必要な熟紬労働人口の愉入—移

以ー一の問題が提起されるのはこうした理由に基

づいているのである（注22)。

(3) 農業上の問禎

しかしながらイラク経済において最も大きな間

題は「塩害」 (salination)という間題である。 占来

股かな三日月地帯 (FertileCrescent)と呼ばれて

きたメソポタミヤ平原は， 肥沃な沖積土製から成

っており， ）農業に適した条件を備えているはずな

のであるが， 不辛なことにはチグリス，ユーフラ

テスという大河はかなりの塩分を合イニjし， ぐれが

叩 lげしな沖積平野へ洪水などの形で供給さオし裕禎さ

れてしまうのである。近年において｝農民が耕作地

を放棄して逃亡するという事例はその 1つの証左

であるといえよう 。

かかる塩害防除の方法について近代的農業化学
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‘̀ ふ もっているかは

とし

し， 沼沢地的

るということが

られる。 イラク

てはなみなみなら

の他

イラク

う

る一

にとって最も

以

ラク

（ナる

とし

たい。

き国24)とにより， イラク

てみるに，

し

しかしとくに注日さるべき

う。イラクにおい

結びに代えて

してきたような

れているイラク

触れ，

(1) 

19581ド7)ml14日のイラク

も

ってきていることは

しても

ところである。

ま

となりうるも

心多々あろ

くない。

ろ

もちろんアラ

るが， クルド (Kurds)

う。

追

イラク

芸
J

もとにおか

につい

の後の

した。その原因

1にあげられる

7月 よ

なら どに

ろう。か

か 第 8 とお

り る。

第 8表

（単位： 1000トン）

止さ

力" " 

ェクトな

し

(3) ソ

たソ

技術

l i 

4
3
8
3
 

1
1
 

3
 

（出所） United Nations, Economic Development 
in the Middle East; 1958-59, PIJ-53-56. 

った

よって廃

(Ministry of Planning) 

(Economic Planning 

Council)にとってかわることとなった。そし

19591l:l1)123日 ID 4 

9
6
6
 

3
 

し，

0)ばる新 4

プロジ

し従

しているのが注目される

イラク

そ

19591:f:: 3)ふlしこイラク

イラク

つ

のフロジェクトのために 5億5000万）レーブル（約

1億3750万ドル）

に

る

4I 



............""”"”""＂"'= 調

ある。また

ソ

アドバイザー）

100人以上が 1

におもむいたのである。ま

イラク人

のもと

る...
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ごるま イラクにおもむいた なわちアラ

r
)
 

る

9
/＼、

るセンター 10カ所がソ

-とになったと られてい

(4) 

しかしながらソ連の扱助(l)みですべてを屡くず

としヽうわけにはもおろんし、かないわけで， しかも

イラクは革命による変革と

ある

ロ

な

くさlt,

どの

じてきた ため，

4月にカイ

ためモスクワ 主休l'：lりな動きをみせはじめたのである。-

には4000人 おいてイラク政府は 1960年の 8月25日にサウジア

ラビア， クエート， カタール，イラン，ベネズエ

ラに対しバグダッド

1411 

t1011 of Petroleum Exporting Countries) 

よし‘o

とめたふ り， したがって

もつという

同 9月

(Organiza-

をぷしてさたことは注 1」

ま

び

に

し

ら

に

とこる

カパーする近

いうまでもなく石泊I収入のよりいっそうの

ることである。そこでイラク

油収人が増大するように石油会社に圧力をかける

こととなる る ちょうどこのころ，

にいえば1959年2月13日， ブリティシュ・ペトロ

リアム (BritishPetroleum Company=以前の

Anglo-Iranian)が 1"|l束原i廿11パレルにつぎ18セン

トの切り 他社もこiしにならったので，

体とし

ゎ

ある。こ

これでみるとイラク

示しており，

るわけであるウ

しかし

したにもかか

とど主ったので

それとなる。

1500万ドルの収入且］を

ったといいう

るきっ

(，J: l I 

ることとなった。

（注 1) Lord Salter, The Development of Iraq: 

a Plan of Action, (1955)． この本は，イラク政府か

ら同固の経済開発の）j途について諮間を求められたソ

ールクーが同国政府に提出した報告雷である。

（注 2) 、Jaziraとはアラビア語で「！：｝」の意。こ i})

場合はジャズィーラ砂漢のこと。

（注 3) Doris G. Adams, Iraq's People and 

Resources, University of California Publications in 

Economics、Vol.18, 1958, pp. 4,__,6.参照。

GE 4) Census of 1947, Lord Salter, op. cit., 

p.143. 

（注 5,) Lord Salter, op. cit., p. 144. 

(tl:. 6） アダムスによれば，ハシム・ジャワド

(Hashim Jawad)の推計 (H.Jawad, The Social Status 

of Iraq, 1945)は1919"'42年において年約 1％増とみ

ているが， もしジャワドの数字415万 (1942年）が1947

年と比較しうるとすれば約 3%となるとし，平均 2~ 
2.5%とみている。 また最近の推計が正しいとすれば

イラクは加速度的人口姻加の時期に達していることに

なるとしている。さらに1947年センサスの数字自体修

而を要するしろもので，だいたい1947年で約 500万と

みるのが屈当で， 1956年には約600万ないし620万とふ

んている。 (DorisG. Adams, op. cit., pp. 70 ff.) 
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•一ー • - .. -----••- -…•｀～心•?•~―-調 査"...........................,

豆l:7) イラクの人口間趙については Doris(；筆

Adams; Population Trends in Relation to the Eco-

nomic Development of Iraq (Doctoral Thesis, un-

published), (1955)．としヽ う専．l"l的研究がある。

(ff 8) Ragner Nurkse, Capital Formation in 

珈 derdevelopedCountries, (1957), Chapter II 参照

（）］虞47ペーシ以下参照）。

けL:9) R. N urkse, ibid葦，（月鉗尺78ベージ）。

R. Nurkse, ibid.,（邦訳77~79ベー ま

た UnitedNations, !vleasures for the Economic De-

uelopment of Underdeveloped Countries, p. 59. 

し、ても，イラク工業化への心は談菜の改善に油じてし、

ることが述べられている。

Olli) IBRD, The Economic Development of 

Iraq, (Baltimore, 1952)参照。

（注12) Carl Iversen, A Report on Monetary 

Policy in Iraq, (Copenhagen, 195'1), p. 147, p. 177. 

etc 

OU:3) Lord Salter, op. cit., p. 5:3. 

(il:14) Lord Salter, op. cit., pp. l(j,._,8. 

（注l5) この国有化事件のおかげで四欧のtir111m費

lli場は品不足にあえぐこととなった。その結果アソグ

lコ・イラニアンはその子会社の 1つである IPC(Iraq 

Petroleum Company) と KPC (Kuwait Petroleum 

Company)における牛産増加に柏lドをかけることにな

たからである。その後における中東石油の4.：．産はク

ェート，サウジアラピア，イラクの順序となり，今 H

までこのIll([｛立は変わっていなし、Q

(il:l(i） この燭合0)利益とはIPCがイラクにおいて

I!-.1危する生哨費と， イラクからの輸II¥地点にわけるl泉

油/1lli格との差であると定義されているし

(il:l7) また1955年の協定により， discountについ

ての改定なり， そのためにも増加している。 (United

Nations, Economic Development in the !Middle East: 

1955--...,56, p. 58.参照）3

0U8) l Iraqi dinarニャ釈JlOOOl'I

（}l:19) Lord Salter, op. cit., p. 9. 

（汀：．20) インドはその第 3次5カ年社訓におし‘-（外

屈からかなりの額にのぱる長期借款を見込んでいると

伝えられていることは）ttil欠11のとおりである。

(il心l) イラクにおけるインフレーション'd)1}il：出l-

っし、ては CarlIversen, op. cit.参照。

(il;•2公） ソールターはこの間題について，視在およ

び近い将米において労鳴）jの一般的不足は仔在しない

が， I姐発計正の遂行がマキシマムになったとき起こり

うるとし， 4井に土地における underemploymentすな

わち：じ業化に伴う農村から都iliへの人口流入によって

労働が足が生ずる（そしてこれは部分的にはエステー

トにおいてすでに視われている）と述べている。 (Lo叫

Salter, op. cit.. p. ~!2. 参照）。

（注23) 土地制疫， したがってまた上地改輩という

問題は，低開発国問題を探究するに当たって非常に重

要な間題の 1つてあり，別途追究さるべきであろ)0 

-こでは土地配分の状況を付表に示すにとどめたい。

付表 1 上地1行{i形悲

所 0 形態
面

(mesha_ra.) 
----- - ＾ 

私 付地 (l) 224,148 
公 {j 地 (2) : 3,094,155 
Waqfs land <a) 711,922 
Miri land 
{Miri Tapu (4) 10,921,509 
Miri Lazma <0>. 10,295,450 
Miri Serf <<1>, 39,256,097 

社 64,503,281
-、

•• ̀ ～ -… 

（出）グr) Lord Salter, ojJ. 
cit., p. 190. 

（注） （l） fパ
的タイトル

付表 2 I姐訪ll土地1配分状況
いい‘ -• ^  い9→し ▼ - -，-• - ^ - ▲ ▲ 9 心 一 ← → 9 

面 積 l杞分数
----^  ▼ ＾ ^ ● ～、 ・-------

4 mesharas以下|24,27。
4~ 20 ! 25,849 
20~ 60 ・ 27,214 
60~ 100 i 14,691 
100~ 200 | 17,374 
200~ 1,000 ! 

1,000~ 2:000 [ 
2,000~ 3,000 
3,000~ 4,000 
4,000~ 5,000 
5,000~ 10,000 
10,000~20,000 
20,000以l;

計 125,045
- ＾ m 

(:IUYi) Lord Salter, op. 
cit.. p. 190. 

(tl:24) 1958年• 9月，イラグ -19化命政府は土地改箪法

を制定発布し，灌漑地については 1000dunams, 降ffi

地につし、ては 2000dunamsに所布l紐を制限すること

になったのである。 (1dunamは約0.26エーカー）

0E25) Oded Remba, "The Middle East in 1959 

—an Economic Survey," Middle Eastern Affairs, 

Vol. Xl, No. 3, Mar. 1960, p. 80. 

(i'l:26) Oded Remba, ibid., p. 79. 

01:27) Benjamin Shwadran, "Middle East Oil in 

1959," Jvfiddle Eastern Affairs, Vol. XI, No. 8, 

Aug./Sept. 1%0, p. 218. 参照。なおイラクの収人減

は約2400万ドルルと推定されている()

(il:28) 第＼ I旦l石油会議については， B.Shwadran, 

ibid., pp. 220 ff.参照。

（注29) 第 2回のそれについては『iit界週報』 1960

年11月8日号参照。

（アジア経済研究所 if且外派追員）
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